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はじめに
これまで宮城県における貧毛類の分類学的研究は、

Hatai（1930）、Hatai and Ohfuchi（1937）、Ohfuchi

（1935；1937a、b；1938a、b）、 大 石（1932；1934）

によって行われてきた。また、内田・伊原（2003）は

金華山の大型土壌動物相の研究の中で、ミミズ相に関

して報告している。しかし宮城県のミミズ相を論じる

ためには、これまでの報告では未調査の空白域が多い

として、上平（2003）は宮城県全域で広範囲に採集を

行い、東北地方の他県と比較して宮城県のミミズ相を

論じた。この調査は宮城県全域を網羅したミミズ相の

報告として大きな意義を持つものの、かつて宮城県内

で記録されたフトミミズ科 11 種のうち 6 種を採集す

ることが出来なかったために、宮城県内のミミズ相の

全貌を明らかにするためには更なる調査が必要である

と考えられる。

2007 年 8 月 9～11 日に宮城教育大学で京都大学生

態学研究センター共同利用事業、野外実習「野外生態

系における陸生大型ミミズ類の調査法、標本作製法お

よび分類同定法の習得」（ミミズ研究談話会主催、宮

城教育大学共催）が開催された際に、ミミズの野外採

集実習として大学構内で多数のミミズが採集された。

これまでに仙台市・青葉山に位置する宮城教育大学構

内のミミズ相に関する報告は行われておらず、著者ら

は、上平（2003）の調査を補完することを目的に、上

記実習で採集された標本を用いて、宮城教育大学大学

構内のミミズ相を調査したのでここに報告する。

調査地と調査方法
2007 年 8 月 10 日に宮城教育大学構内の外国人宿舎

からの尾根沿いから 8 号館の北西斜面にいたるルート

を歩き、森林内や落ち葉のたまった側溝等でミミズの

採集を行った（特に 8 号館の北西斜面を集中的に探索

した）。高木層にコナラが優占した落葉広葉樹林であ

る。ミミズ採集はミミズ公開実習参加者約 20 名で行

い、1 時間程度で終了した。手又は移植ゴテ・熊手等

を用いてミミズを採集した。また、地中性のミミズを

採集するため、スコップを用いて広さ 50×50 cm、深

さ 30 cm 程度 1 か所を掘りとり、ミミズを採集した。

採集したミミズは低濃度アルコール麻酔の後 10％ホ
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ルマリンで固定し、5％ホルマリンで保存した。種名

の同定に際しては双眼実体顕微鏡を用いて、外部形態

および解剖による内部形態の観察をあわせて行なっ

た。採集したフトミミズ科の種名表記は Ishizuka

（1999）、石塚（2001）に、ツリミミズ科のそれは中村

（1972a）に従った。本報におけるフトミミズ科の属名

表記 Pheretima は Ishizuka （1999）における Pheretima 

（s. lat.）を略したものである。

結果と考察
今回の調査では合計 67 個体を採集し、それらの標

本の同定の結果、フトミミズ科 11 種、ツリミミズ科

1 種の計 12 種を記録した（表 1）。またフトミミズ科

の 2 種、Pheretima sp. 1 および Pheretima sp. 2 は既知

種として同定することができなかったもので、これら

の標本は未記載種である可能性が高い。また、本調査

地で最も優占していたのはフトスジミミズ Pheretima 

vittata （Goto and Hatai, 1899）であった。本種の本調

査地における雄性孔保有率については別稿に譲りたい

（Minamiya et al., 投稿準備中）。Ishizuka（1999）の

フトミミズ科の生活型と腸盲嚢の形態についての指摘

に基づき、生活型の指標として採集されたミミズの腸

盲嚢の形態を表 1 に示した。その結果、腸盲嚢を持た

ないツリミミズ科のサクラミミズ Allolobophora japoni-

ca （Michaelsen, 1891）を除く、フトミミズ科 11 種の

うち腸盲嚢が指状型の種が 6 種、突起状型の種が 3

種、鋸歯状型の種が 1 種、多型状型の種が 1 種であっ

た。指状型の腸盲嚢を持つ種は表層に生息する表層

種、突起状の腸盲嚢を持つ種は地表から 30 cm 以内

の地中に生息する浅層種、鋸歯状型の腸盲嚢を持つ種

は地表から 30 cm 以上の地中に生息する深層種にそ

れぞれ対応する。ここでは浅層種と深層種をあわせて

地中種とした。本調査では表層種 6 種、サクラミミズ

を含む地中種 6 種が採集された。本調査の際のミミズ

の採集は、手や移植ゴテ等により主に落葉層から行っ

たため、本調査地に生息する表層種は、ほぼ採集でき

たと考えられる。これに対して、サクラミミズを除く

地中種は、1 種当たり 1～2 個体しか採集できていな

いため、地中種の把握は不十分であると考えられる。

今後、地中種を目的としたより詳細な採集を行うこと

ができれば、本調査地のミミズ相の全貌が把握できる

ものと思われる。

これまでに宮城県内で記録された陸生大型ミミズを

表 2 に示す。本調査で採集できたミミズは、アオキミ

ミズ P. aokii を除くと全て宮城県で既に報告されてい

る種であった。このアオキミミズは本調査において 8

個体を採集することができたものの、採集記録は宮城

県を含む東北地方においてまだ報告はされていないた

め、本調査での採集例が東北地方初記録である。表 2

の記録にアオキミミズが追加され、宮城県内の陸生大

型ミミズの既知種は 28 種となる。宮城県仙台市周辺

でかつて記録されたミミズ相と本調査地のミミズ相を

比較するためには、ユノシマミミズ P. yunoshimensis 

Hatai, 1930 といった特異的な分布を示す種を除く必

要がある。このため、表 2 に宮城教育大学から半径約

20 km 以内で採集記録のある種を＊で示した。その結

果、本調査地で採集できなかった表層種はフツウミミ

ズ P. communissima （Goto and Hatai, 1899）、モリミミ

ズ P. servina Hatai and Ohfuchi, 1937 の 2 種であるこ

とが明らかとなった。上平（2003）によれば、フツウ

ミミズは宮城県内で出現率が高い種のうちの一つとし

て報告しているので、今後詳細な調査を行うことに

よって、本調査地からもこれらの種が採集される可能

性がある。これらと同様に、著者のうち武内は採集し

た経験のある（未発表）クソミミズ P. hupeiensis （Mi-

chaelsen, 1895）　等を含む地中種に関しても 4 種が本

調査で採集することができなかったものの、前述のよ

うにこれら地中種を目的としたより詳細な調査を行え

ば、発見できる可能性がある。
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表 1．宮城教育大構内のミミズ相

種名 個体数 腸盲嚢の形態
Megascoleciae　フトミミズ科
　　 Pheretima agrestis （Goto and Hatai, 1899）ハタケミミズ
　＊ P. aokii （Ishizuka, 1999）アオキミミズ
　　 P. divergens （Michaelsen, 1892）セグロミミズ
　　 P. heteropoda （Goto and Hatai, 1898）ヘンイセイミミズ
　　 P. hilgendorfi （Michaelsen, 1892）ヒトツモンミミズ
　　 P. irregularis （Goto and Hatai, 1899）フキソクミミズ
　　 P. megascolidioides （Goto and Hatai, 1899）ノラクラミミズ
　　 P. micronaria （Goto and Hatai, 1898）ヒナフトミミズ
　　 P. vittata （Goto and Hatai, 1898）フトスジミミズ
　　 P. sp. 1
　　 P. sp. 2
Lumbricidae　ツリミミズ科
　　 Allolobophora japonica Michaelsen, 1891　サクラミミズ

6
8
1
1
7
4
1
1
28
3
2

5

指状型
指状型

鋸歯状型
突起状型
指状型
指状型

多型状型
突起状型
指状型
指状型

突起状型

─
合計 67

＊東北地方初記録種

表 2．かつて宮城県で記録された陸生大型ミミズ

種名 生活型
Megascolecidae　フトミミズ科
　　 Pheretima acincta （Goto and Hatai, 1899）メガネミミズ
　＊ P. agrestis （Goto and Hatai, 1899）ハタケミミズ
　　 P. carnosa （Goto and Hatai, 1899）ヨコハラトガリミミズ
　＊ P. communissima （Goto and Hatai, 1899）フツウミミズ
　　 P. divergens （Michaelsen, 1892）セグロミミズ
　＊ P. grossa （Goto and Hatai, 1898）オオフトミミズ
　＊ P. heteropoda （Goto and Hatai, 1898）ヘンイセイミミズ
　＊ P. hilgendorfi （Michaelsen, 1892）ヒトツモンミミズ
　　 P. hupeiensis （Michaelsen, 1895）クソミミズ
　＊ P. irregularis （Goto and Hatai, 1899）フキソクミミズ
　＊ P. maculosa Hatai, 1930 マダラミミズ
　＊ P. marenzelleri Cognetti, 1906　ニセセグロミミズ
　＊ P. megascolidioides （Goto and Hatai, 1899）ノラクラミミズ
　　 P. micronaria （Goto and Hatai, 1898）ヒナフトミミズ
　＊ P. phaselus Hatai, 1930　イロジロミミズ
　＊ P. servina Hatai and Ohfuchi, 1937　モリミミズ
　　 P. tajiroensis Ohfuchi, 1938　タジロミミズ
　＊ P. vittata （Goto and Hatai, 1898）フトスジミミズ
　　 P. yunoshimensis Hatai, 1930　ユノシマミミズ
Lumbricidae　ツリミミズ科
　　 Aporrectodea caliginosa （Savigny, 1826）クロイロツリミミズ
　＊ Allolobophora japonica Michaelsen, 1891　サクラミミズ
　＊ Eisenia foetida （Savigny, 1826）シマミミズ
　　 Dendrobeana octedora （Savigny, 1826）ムラサキツリミミズ
Moniligastridae　ジュズイミミズ科
　　 Drawida japonica （Michaelsen, 1892）ヤマトジュズイミミズ
　　 D. moriokaensis Ohfuchi, 1938　モリオカジュズイミミズ
　　 D. ofunatoensis Ohfuchi, 1938　オオフナトジュズイミミズ
　 　D. tairaensis Ohfuchi, 1938　タイラジュズイミミズ

地中種
表層種
地中種
表層種
地中種
地中種
地中種
表層種
地中種
表層種
地中種
地中種
地中種
地中種
地中種
表層種
地中種
表層種
表層種

地中種
地中種

─
表層種

─
─
─
─

＊は宮城教育大学から 20 km 以内で記録がある種を示す
※フトミミズ科の生活型は Ishizuka（1999）に基づき腸盲嚢の形態から推測し
た。ツリミミズ科の生活型は Nakamura（1968）、中村（1972b）、Tsukamoto

（1985）による。


